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◆未来のきたひろしま作文コンクール受賞作品（平成21年実施）

「豊かなまちを目指して」

広葉中学校3年　森下　誠 さん

　僕は、生まれたときから北広島に住んでいます。住んでいて良いと
感じるところは、緑が多く、自然が豊かなところです。
　数年前までは、北広島の人口は増加し続けていました。しかし、北
広島は札幌のすぐ隣にあり、交通の便がとても良いのにも関わらず、
今ではほぼ横ばい状態になっています。特に子どもは減少傾向にあり
ます。これでは将来を担う人材も不足するし、まちは活性化していき
ません。
　これから北広島を活性化させていくためには、まずは子育ての支援
を進めていくことが重要だと思います。例えば恵庭市では、０歳から
就学前までの子どもとその親が対象の「恵庭市プレイセンター」を開
設しています。そこでは、子どもたちは自由に遊びを選ぶことができ、
親たちは自主運営しながら悩みなどはみんなで話し合うことができま
す。つまり、単なる子育て支援だけではなく、学び、交流して親子共
に成長できる場です。そういう場をつくることによって、子育ての環
境が一層整い、まちの活性化が図られます。
　数年前には、マックスバリュなどの大型店が開店しましたが、率直
な感想を述べると、大曲を除いて経済を活性化させることは現時点で
は困難だと思います。不況で消費者の節約志向が続いているからで
す。それよりも今は多くの小中学校は古いままなので、統合も踏まえ
た上で場合に応じては建て替えるなど、教育の方面にも力を入れるべ
きだと思います。
　北広島は札幌のすぐ隣にあり、交通の便がとてもよい。また、緑が
多くとても住みやすい環境です。
　将来北広島が、たくさんの子どもたちでにぎわう豊かなまちになれ
ばいいなと思います。
　自然が「豊か」、人々が「豊か」。この二つの「豊か」で北広島はさ
らに良い「まち」になるはずです。



　安心して暮らすことができ、個性的で魅力のある都市をつくるため、市民と行政がまちづくりの目標を
共有し、ともに知恵を出し合い、ともに実践することができる計画とすること。

市民と行政の協働による計画

計画策定の趣旨Ⅰ

　北広島市は、昭和45年（1970年）に最初の総合計画を策定して以来、広島町新長期総合計画、広島

町第3次長期総合計画、北広島市総合計画という4次にわたる計画を策定し、自然と創造の調和した豊か

な都市をめざして、総合的、計画的なまちづくりを進めてきました。

　平成13年度（2001年度）から平成22年度（2010年度）までを計画期間とする「北広島市総合計画」

では、まちづくりの基本的なテーマの「自然と創造の調和した豊かな都市」を継承し、「健康安心都市」、

「交流文化都市」、「活力発展都市」の3つをめざす都市像として、子育て支援や連携・協働のまちづくり

などの施策を充実しつつ、札幌恵庭自転車道及び周辺環境の整備などを進め、教育や福祉などまちづく

りの基礎的な政策も含め、計画的なまちづくり施策を展開してきました。

　しかし、わが国の社会経済状況や地方自治体を取り巻く環境は大きく変化してきており、少子高齢化

の進展、地域主権型社会の流れや環境問題など、地域のまちづくりにおいて対応すべき課題が数多く現

れてきています。

　この総合計画は、こうした時代の変化や課題に適切かつ速やかに対処し、本市がめざす将来像を明ら

かにするとともに、その実現に向けたまちづくりの指針とするものです。

　なお、計画の策定にあたっては、以下の視点に留意しました。

序論  

1

　今後想定される社会経済状況の変化に柔軟に対応するため、市の特性や資源を十分に活用する
施策を進めながら、地域経営※1の視点を持って事務事業の「選択と集中」を行い、将来にわたって健
全な行財政運営を持続できる計画とすること。

地域経営※1の視点を持つ計画
3

　市民に分かりやすい都市づくりを進めるため、将来像や基本目標を明確に示し、その目標の達成度
を把握しやすい、市民サービスの向上などが見えやすい計画とすること。
　総合計画の進行管理と政策評価との連動を図ることなどにより、計画・予算・評価など行財政運営
の一元化をめざす計画とすること。

分かりやすい計画
2
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❶ 人口・世帯　
　本市の平成22年（2010年）3月末現在の住民基本台帳人口は60,729人となっており、前総合計画が

スタートした平成13年（2001年）3月末現在の人口58,038人と比較すると2,691人（4.6％）の増加と

なっています。

　人口構成を年齢3区分別にみると、平成22年（2010年）3月末現在では15歳未満の年少人口が8,182

人（総人口の13.5％）、15歳から64歳の生産年齢人口が39,523人（同65.1％）、65歳以上の老年人口が

13,024人（同21.4％）となっています。平成13年（2001年）同期と比較すると年少人口と生産年齢人口

は、それぞれ1.7ポイント、4.9ポイント減少し、老年人口は6.6ポイント増加しています。

　世帯数は、平成22年（2010年）3月末現在25,830世帯で、平成13年（2001年）同期と比較して4,148

世帯増加しています。しかし1世帯あたりの人員は、平成13年（2001年）同期の2.68人から2.35人と0.33

人減少し、世帯の少人数化が進んでいます。

1 市の現状と特色

市の現状と時代の潮流Ⅱ　
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人口・世帯数の推移

50,000

52,000

54,000

56,000

58,000

60,000

62,000

13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年

20,000

0 0

21,000

22,000

23,000

24,000

25,000

26,000

27,000

人口 世帯数

（人口） （世帯）

※1 地域経営：市民や事業者、ＮＰＯ、行政など
多様な主体が、地域の資源（人、自然、知
識、資本など）を生かして、お互いの責任
と役割を果たしながら持続可能な地域社会
をつくること。
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❷ 産業・経済
　平成17年（2005年）の国勢調

査における本市の産業別就業者数

の割合は、第3次産業が75.4％

（20,380人）と最も多く、次いで

第2次産業の19.5％（5,284人）、

第1次産業の2.7％（734人）となっ

ています。平成7年（1995年）の国

勢調査結果と比べると、第1次産業

は0.4ポイント、第2次産業は4.4ポ

イント減少し、第3次産業は2.8ポ

イントの増加となっています。

　推計では、従業地ベースの就業

者数は、総人口の減少などに伴う

伸び悩みで、平成32年（2020年）

には23,445人程度になると想定されます。産業別では、運輸・通信やサービス業の第3次産業の就業者が増加

傾向となるものの、製造業や建設業などの第2次産業の就業者が減少するものと想定されます。

　農業については、農業粗生産額が米価の低迷などにより大きく減少しましたが、平成12年（2000年）から

平成17年（2005年）にかけては畜産や野菜などが増加し、平成17年（2005年）における農業粗生産額は48.5

億円となっています。農家戸数、耕地面積は、後継者不足や高齢農業者の引退などにより減少していますが、

一方で付加価値の高い野菜栽培や観光農園への転換なども進められています。

　工業については、本市の特性や札幌都心部への交通利便性の高さなどの立地環境を生かした工業団地の造

成などにより、新聞印刷工場や物流関連企業等の進出がなされています。製造品出荷額等や従業者数につい

ては、平成14年度（2002年度）から増加傾向にあり、平成19年度（2007年度）では740億円となっています。

　商業については、卸売業と小売業を合計した事業所数は概ね横ばいの傾向にあります。また従業者数につい

ては、飲食料品小売業が多く占めています。卸売業

と小売業の販売額を合計した商業販売額では、平

成19年（2007年）では1,366億円と増加傾向にあ

ります。なお、近年の複合型ショッピングモールな

どの開業により、購買力流出率が平成19年（2007

年）では29.8％と流出が減少している状況となって

います。

　推計では、市内総生産は、建設業の減少や人口

の減少によるサービス業の伸び悩みなどが見込ま

れるものの、第3次産業を中心に平成32年（2020

年）には1,522億円程度になると想定されます。

資料：総務省「国勢調査」　注：平成17年の卸売・小売業・飲食店には宿泊業が含まれる
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※1 地球温暖化：石油等の化石燃料の燃焼などに
より大気中の二酸化炭素等が増加し、地表
から放出される赤外線を吸収することによ
り、地球の温度が上がる現象。
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❸ 水と緑豊かな自然環境
　本市は、特別天然記念物・野幌原始林を含む

野幌丘陵の森林などが広がる豊かな自然に囲ま

れ、公園や森林などの緑地面積は7,993haで、

全市面積の67％を占めています。市内全域にわ

たってある森林は、地球温暖化※1防止や野生生

物の生息環境の形成、保水機能による災害の防

止などに役立っています。また、公園・緑地の計

画的な整備により、1人あたりの公園・緑地面積

は道内市町村の中でもトップクラスであり、大都

市・札幌の近くに位置しながらも、市街地まで多

彩な緑がみられます。

　森林の中に整備された札幌恵庭自転車道線や、輪厚川、千歳川等を中心とした親水機能の整備により、市

民をはじめ近隣の住民からも広域的に親しまれるなど、身近に自然とふれあえる場所が数多くあります。水と

緑が、自然として、そしてまちの一部として確かに息づいている、そのような豊かな自然環境が、北広島市民の

生活の基盤となっています。

　市民意識調査で、本市の住み良い理由として「自然環境」を選んだ市民の割合は63.1％でした。この自然環

境の豊かさは、これからも本市の魅力として守り育てていくべき重要なものです。

❹ 利便性の高い交通
　札幌市と新千歳空港の中間に位置する本市は、札幌市や道外のいずれに対しても高い交通利便性を有して

おり、このことがまちの発展に大きく寄与しています。

　道路では、国道36号や国道274号を中心とした広域幹線道路網があり、また道央自動車道では、北広島イン

ターチェンジに加え、輪厚にＥＴＣ専用のスマートインターチェンジが整備されるなど、札幌中心部や新千歳空

港などへのルートは充実しており、物流拠点

を置く企業も数多くあります。

　鉄道では、ＪＲ千歳線があり、北広島駅か

ら札幌駅までは快速で16分、新千歳空港駅ま

では20分と短時間での移動が可能で、通勤、

通学、買い物、レジャーなどの足として多くの

市民が利用しています。

　近接する新千歳空港からは、羽田空港行き

を中心に国内路線24本、国際路線9本が就航

し、全国や世界へ容易に移動できる環境が整

備されており、本市における多様な人的交流

を支えています。
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❺ 充実した生活環境
　本市は、札幌市と恵庭市との間に広がるなだらかな丘陵地帯にあり、豊かに息づく緑の環境、ゆとりの土

地空間、整備された交通網など、自然と都市機能が調和したまちとなっており、充実した生活環境が市民生

活を支えています。

　持ち家比率が高く、敷地面積が広い個人住宅を中心に、マンション、賃貸住宅など多様な住居が建築され

ており、ライフスタイル※1に合わせた居住環境を選択することができます。通勤通学や買い物、通院などの面

でも、多様な交通手段による利便性の高さが、札幌市など周辺市町村を含む広い生活圏を実現しています。

　上下水道は市内の計画区域のほぼ全域で整備されているほか、家庭ごみの有料化により市民の環境意識

が高まってきており、町内会等の組織を中心とするまちの美化活動も積極的に行われています。

　福祉面においては、各種の福祉施設などを拠点として高齢者や障がい者にやさしいまちづくりが進められ

ています。また、子育て支援も充実しており、地域の力を活用した母子の見守りやアドバイスなど、安心して

子どもを育てられる環境が整備されています。

　保育園、幼稚園から専門学校、大学まで教育などの施設がそろっているほか、芸術文化ホールやふれあい

学習センターなどの生涯学習拠点や、市民ボランティアなどに支えられた図書館活動など、学びの環境も充

実しています。
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※1 ライフスタイル：生活の様式や営み方。また、
人生観や価値観、習慣などを含めた個人の
生き方。
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❻ 地域に根ざす文化と歴史
　本市は、石狩平野を通り日本海と太平

洋をつなぐルート上に位置し、安政4年

（1857年）には、「札幌越新道」と呼ば

れる陸路（月寒～千歳間は、現在の国道

36号をほぼなぞる道順）が開削され、

人々の往来、交流が行われてきました。

　明治6年（1873年）、今の北広島市島

松に移り住んだ中山久蔵は、道南の大

野村（現北斗市）から入手した「赤毛

種」と呼ばれる種もみを使い、当時は不

可能とされていた道南以北での米作り

に初めて成功しました。この成功により

全道各地に米作りが広がっていき、北

海道が大稲作地帯になる基礎を築きました。

　明治10年（1877年）、札幌農学校（現北海道大学）に初代教頭として着任していたクラーク博士が退任

し帰国する際、現在の旧島松駅逓所において、見送りにきた学生たちに「ボーイズ・ビー・アンビシャス

（青年よ大志をいだけ）」の言葉を残したことは有名で、今もその精神は北広島市民に受け継がれています。

　本市のまちづくりは、明治16年（1883年）に広島県人の和田郁次郎が、一村落形成を目的に今の東部地

区に入地したことに始まります。明治15年（1882年）、北海道開拓を志し、初めて渡道し、適地を求めて道

内各地を探索した和田郁次郎は、翌年6月、札幌郡内に良好の原野を見つけ、ここに入地しました。明治17

年（1884年）には入植を受け入れ、総数25戸から北広島の開村に向けた歩みが始まりました。

　この広島開墾地は、その後入植数が増加し、明治26年（1893年）には合計385戸の一大村落を形成する

に至り、現在の北広島市の発展の礎がつくられました。

　広島県からの入植者が多かったことから、その後も広島県との交流が盛んに行われ、東広島市とは姉妹

都市交流が行われています。また、広島市の「広島平和記念公園」にある「平和の灯（ともしび）」を分火

し、世界の平和と友好を願い、北広島市平和の灯（ひ）公園に「平和の灯」をともしてその意志を表明する

など、広く世界に向けて平和の願いを次世代の人々へ伝えています。
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　市民のまちづくりに対する考え方や意見を把握するため、市民3,000人を対象とした市民意識調査を実施し

ました。1,399件の回答が寄せられ、回収率は46.6％でした。

❶ 住みやすさ
　本市の住みやすさに関しては、「住み良い」とする市民が73.5％を占めました。住み良い理由としては「居住

環境が良い」（65.1％）、「自然環境が良い」（63.1％）などが挙げられました。一方、「住みにくい」とした理

由では「交通の便が悪い」（69.4％）、「買い物や娯楽の場が少ない」（53.7％）などが挙げられています。

❷ 定住の意識
　これからも北広島市に住み続けたいとする市民は59.6％で、平成10年(1998年)に実施した市民意識調査と

比較すると6ポイント減少しました。年齢別にみると、若い世代では「市外に移りたい」とする割合が高く、高

齢の世代では「今の場所に住み続けたい」とする割合が高くなっています。

2 市民の意識
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51.8%

無回答 2.9%

住みにくい
3.8%

わからない
2.6%

65.1

63.1

住みやすさ

住み良い理由

69.4

53.7

46.6

26.9

21.8

17.0

15.6

8.5

7.5

6.5

5.4

4.1

3.1

3.1

7.5

0.3

交通の便が悪い

買い物や娯楽の場が少ない

福祉・医療環境に不安がある

老後の生活が不安

勤務地、通学地が遠い

公共施設が十分に
整備されていない

雇用環境が悪い

居住環境が悪い

進学や風紀など
教育上の理由から

子育て環境に不安がある

商売や事業経営に不利

災害や交通事故等
の危険が多い

自然環境が悪い

人間関係に不安がある

その他

無回答

住みにくい理由
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❸ 施策の満足度・重要度　
　各施策項目における満足度は、「衛生的な上下水道の整備」がもっとも高く、次いで「公園・緑地の

充実したまち並みの形成」、「安全・快適に移動できる道路の充実」、「森林や川など自然環境の保護」、

「芸術や文化に触れ親しむ機会の充実」と続いています。一方満足度が低い分野としては、「除雪や排

雪の充実」がもっとも低く、次いで「安定した雇用の場の確保」、「地域資源を有効に活用した観光産

業の充実」、「医療環境の充実」となっています。

　これからの市政で重点的に取り組むべき施策として「除雪や排雪の充実」がもっとも高く、次いで「医

療環境の充実」、「緊急時の救急医療体制の充実」、「高齢者が安心して暮らせる社会の形成」、「安

定した雇用の場の確保」と続いています。

　地区ごとにみると、北広島団地地区と東部地区では全市的に関心の高い除排雪や医療環境整備、高

齢者福祉、雇用の場の確保などに課題認識が集中しています。一方、大曲地区と西部地区では、道路や

公共交通の充実への関心が高くなっています。西の里地区では、医療環境や学校施設の整備充実への

関心が高くなっており、地域性が現れています。

❹ めざすべきまちの姿
　市民が考える将来の北広島市のめざすべき姿としては、「福祉や医療サービスが充実し、お年寄りや

障がい者が大切にされるまち」（21.9％）が最も多く、次いで「空気や水がきれいで、豊かな自然環境が

守られているまち」（20.2％）となっています。

　年齢別では、50歳以上の市民で「福祉や医

療サービスが充実し、お年寄りや障がい者が大

切にされるまち」が多くなっていますが、30歳

未満では「空気や水がきれいで、豊かな自然環

境が守られているまち」が、30歳代では「教育

環境が整い、子どもたちを伸び伸びと育てるこ

とができるまち」が、40歳代では「道路や公共

交通機関などが充実し、どこでも気軽に行き来

ができるまち」がそれぞれ最大の回答を集めて

おり、世代の特徴を反映しています。

　地区別では、大曲地区、西部地区では「道路

や公共交通機関などが充実し、どこでも気軽に

行き来ができるまち」が最も多く、北広島団地

地区、東部地区、西の里地区では「福祉や医療

サービスが充実し、お年寄りや障がい者が大切

にされるまち」が多くなっています。
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21.9

20.2

10.9

9.5

6.6

5.9

2.1

2.0

1.2

0.8

0.3

5.5

福祉や医療サービスが充実し、
お年寄りや障がい者が大切にされるまち

空気や水がきれいで、
豊かな自然環境が守られているまち
道路や公共交通機関などが充実し、
どこでも気軽に行き来ができるまち

災害や犯罪がない安心・安全なまち

教育環境が整い、子どもたちを
伸び伸びと育てることができるまち

産業が盛んで、働く場に恵まれているまち

住宅や公園、下水道などが整備され、
快適な生活環境の中で暮らせるまち

地域や隣人が互いに助け合うまち

趣味やスポーツを楽しむことができるまち

住宅地を拡大し、多くの人口を
受け入れられるまち

芸術や文化活動が盛んなまち

来訪者が多く、にぎわいのあるまち

無回答

北広島市のめざすべき姿
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※1 合計特殊出生率：１人の女性が一生の間に平
均何人の子どもを産むかを示す指標で、15
歳から49歳までの女性の年齢別出生数を合
計した数値。

※5 グローバル化：世界的規模に広がること。政
治・経済・文化などが国境を越えて地球規
模で拡大すること。

❶ 少子高齢化と人口減少社会
　我が国では、出生率の低下による少子化の影響により、人口減少と急速な高齢化が進んでいます。女性

が生涯に出産すると推定される子どもの数を表す合計特殊出生率※1は、昭和46年（1971年）の2.16から平

成19年（2007年）には1.34と大幅に低下しています。一方、高齢化率は上昇の一途をたどり、平成37年

（2025年）には高齢化率30％を超えるという超高齢社会を迎えようとしています。

　また、家族構成の変化や生活様式の多様化などの影響から、家庭や地域社会において子どもを含めた人

間関係の希薄化が進み、その結果、家庭における子育て能力の低下や地域ぐるみで子どもを見守る環境の

喪失、地域コミュニティ※2の衰退につながりつつあります。

　次代を担う子どもたちが健やかに育ち、高齢者が健康で安心して暮らせる環境づくりを進めるとともに、

そこに暮らす人たちが、それぞれの価値観によって生活の質を追求し、心身ともに充実した生活を送ること

のできる住みよい生活圏を形成することが重要です。

　将来的には就労人口の減少による経済規模の縮小や、高齢者層の増大による医療費や介護・福祉関係支

出の増加などが予想されており、本市においても財政的な基盤の強化が必要となっています。

❷ 地域主権型社会への流れ
　近年、国から地方へとさまざまな権限や財源が移譲される地方分権の流れが加速し、地方が担う役割が

さらに大きくなっています。

　地方財政を取り巻く環境は、大幅な税収増が期待できない社会経済状況や地方交付税等の減少、少子

高齢化の進展等に伴う社会保障費の増加などにより今後一層厳しい状況になると予想されています。

　地方自治体は、自己決定・自己責任の考え方を基本に、市民と行政が対話を重ね、課題と目標を共有しな

がら、地域独自の伝統・文化・個性などの資源を生かした地域主権型社会に向けて、主体的な行政運営が

できる仕組みづくりが求められています。

　地域の創意工夫に基づく行政運営を実現するため、市民と行政の適切な役割分担と一体となって連携す

る「協働」の取組みを進めながら行政能力の向上と財政力の強化を図っていく必要があります。

❸  環境との共生
　私たちの生命を支える自然環境では、地球温暖化※3や生態系の崩壊、資源の枯渇など、地球的規模での

環境問題が深刻化し、その影響が懸念されています。

　これまでの大量生産、大量消費、大量廃棄といった経済活動のあり方から、廃棄物の減量化やリサイク

ルの推進、省エネルギーへの取組みなど、環境への負荷の少ない循環型社会※4に対応した社会経済システ

ムへの転換が進められています。

　人々のリサイクルに対する関心や自然環境を大切にする考え方が高まってきていることから、本市におい

ても省資源・省エネルギー、リサイクルの推進といった資源循環型の環境にやさしいまちづくりや、学校教

3 時代の潮流
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※4 循環型社会：環境への負荷を小さくするため、
資源リサイクルなどを推進し、人間の活動
により生じる物資を自然界の中で循環でき
るようにする社会。

※6 ライフスタイル：生活の様式や営み方。また、
人生観や価値観、習慣などを含めた個人の
生き方。

※3 地球温暖化：石油等の化石燃料の燃焼などに
より大気中の二酸化炭素等が増加し、地表
から放出される赤外線を吸収することによ
り、地球の温度が上がる現象。

※2 地域コミュニティ：地域におけるさまざまな
共同体のことで、町内会や自治会、一定の
テーマや目的を持った集まりや団体など。

序
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育及び生涯学習での環境教育の充実を図りながら、市民、企業、行政が一体となって総合的な環境対策の

取組みを推進していかなければなりません。

❹ 安全・安心への対応
　近年、地球温暖化※3などの影響とされる集中豪雨や大規模な地震などの自然災害が発生しており、環境

問題や災害対策への関心が高まっています。

　また、犯罪の凶悪化や多様化、交通環境の変化による交通事故の多発、食品の不正表示、有害化学物質

による健康被害など、日常生活における不安を取り除く取組みが求められています。

　地域社会の中で、安全で安心して暮らすことができる社会づくりをめざすとともに、市民の防災や交通安

全意識の高揚、食の安全に対する情報の提供など総合的な取組みを進める必要があります。

❺ 産業構造の変化
　経済活動のグローバル化※5や情報化などの影響を受けて、旧来の規格大量生産型、労働集約型の産業構

造から、高付加価値型、知識集約型へと転換が進みつつあり、あらゆる産業分野において、より高い専門性

や技術が求められてきています。

　地域の活力を維持するためには、地域の自主的かつ自立的な取組みによる地域経済の活性化、地域にお

ける雇用機会の創出、その他地域の活力の再生を総合的かつ効果的に推進しながら人材を育成し、競争力

のある産業を育てていく必要があります。

❻ 価値観やライフスタイルの多様化
　経済力や、それに伴う生活水準、教育水準の高まりなどを背景とした価値観やライフスタイル※6の多様

化の動きは、社会経済情勢の変動や高度化、複雑化する情報の影響などを受けてさらに進展しています。

　ワーク・ライフ・バランス※7や、スローライフ※8といった新しい価値観などが生まれ、これまで以上に生活

の質を重視する傾向が強まる中で、一人ひとりの個性や能力が生かされ、それぞれの価値観に基づいたラ

イフスタイル※6が尊重される社会の形成が求められています。

　豊かな人間性を育み、生きる力を身につけ、皆が安全に安心して暮らせる「共生社会」の実現に向けた取

組みなども進みつつあります。

　これからの社会には、多様化する個々のライフスタイル※6を尊重しながら、その個性や活力を地域社会に

も反映し、社会全体として質的な豊かさを実現できるような仕組みが求められています。

序
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※7 ワーク・ライフ・バランス：仕事（ワーク）と私生
活（ライフ）の調和を図り、老若男女だれもが、
仕事、家庭生活、地域生活、個人の自己啓発な
どさまざまな活動について、自ら希望するバラ
ンスで展開できる状態。

※8 スローライフ：スピードや効率を重視した現
代社会とは対照的に、ゆったりとマイペー
スで人生を楽しもうという生活様式。
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　基本構想は、社会経済の状況や本市の現状を踏まえ、本市がめざす将来
像と基本目標を定め、その実現に向けた基本方向を示すものです。
　目標年度を平成32年度（2020年度）とします。

基本構想

計画の概要Ⅲ

　この計画の名称は「北広島市総合計画（第５次）」とします。

1 計画の名称

　総合計画は、「基本構想」、「基本計画」、「推進計画」で構成します。

2 計画の構成と期間

＜計画期間：10年間＞

　基本計画は、基本構想に掲げる将来像を実現するために、各分野で実施して
いく施策を体系的に示すものです。
　社会経済情勢の変化などを踏まえ、必要に応じ中間年度で見直しを行います。

基本計画
＜計画期間：10年間＞

　推進計画は、基本構想、基本計画に掲げたまちづくりを着実に進めるため、
基本計画での施策の展開を図るための事業を示すもので、別に定めます。

推進計画
＜計画期間：3年間＞

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度

基本構想

基本計画
必要に応じ中間年で見直し

推進計画

推進計画 3年間（毎年度ローリング）

推進計画




